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2018 年度の障がい者雇用についての喚起事項は何と

言っても公的機関の水増し問題です。全体の水増し数

は 7,270人であり、牽引役であるべき行政の失態が浮

き彫りになりました。一方、民間では法定雇用率が 2％

から 2.2％に引き上げとなり、積極的にそして当然で

あるが真面目に取り組んでいる印象を受けます。我々

としては雇用環境の変化に惑わされず、障害者雇用に

理解がありしっかりした取り組み（保険、福利厚生、

等）をしている企業への就職をすすめていきます。 

2 月 27 日

エスコア

ハーツ会

議室にて

当センタ

ーの 2019

年度通常

総会を開

催致しました。 

清田理事長が昨年 1 年間の活動を振り返り、「昨年は

新入所者 9 名を迎え入れ、17 名の大所帯となった。

職員 2 名増員、所内研修、面談機会増に加え、企業、

ハローワークとの連携強化に注力してきた結果、就労

者は 4名となり目標を達成することができました。一

方で従来殆どなかった離職者が 4名も出たのは大きな

課題である」と報告。 

 今年度は、昨年同様「就労者の拡大」「利用者の教

育」「定着支援」に力を入れてまいります。特に「定

着支援」についてはハローワークを軸に他機関との連

携を更に強化していくとの事業計画を説明。 

 山本副理事長は昨年度収支実績と今年度収支計画

について説明し、「4月より給付金制度の改定がなされ、

不透明な中で、入所者増と昨年の就労定着者増により

ほぼ予算通りの収支となる見通し」と報告。 

 また、

2 月 27

日付で元

ノーリツ

の大西新

理事を含

む全理事、

及び監事

の就任が

承認されました。 

 

今年も１月にＳさんが印刷会社に、また、Ｋ君が昨年

夏より面接、実習を積み重ねてきた、大手薬チェーン

の特例子会社へ２月より就職。二人とも先方からの評

価も高く、無事定着してくれるものと期待しています。 

また、4月より 2名の新卒者の入所が内定しました。 

2 月 20 日に神戸・明石地域障害者合同就職面接会が

神戸ポートピアホテルで開催され、E君、Ｍ君両名が

チャレン

ジし小関、

亀原両指

導員が同

行。当日

は 企 業

120 社、

応 募 者

300 名が

参加の中、厳選した企業の面接に挑みました。両名と

も「あまり緊張することもなく、しっかりと受け答え

をすることができた」と自信をのぞかせていました。

同行した我々も彼らの落ち着いた対応に安堵しまし

た。吉報を期待しています。 
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